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岩手県岩泉町議会

シリーズ
　岩泉中学校特設陸上部に所属する相

あいざわ

沢結
ゆ い

衣さん
（２年生）
　７月に開催された岩手県中学校総合体育大会陸
上競技大会走高跳中学共通女子の部に出場し、見
事優勝‼記録も１ｍ 60 と全日本中学校陸上競技
選手権大会参加標準記録を突破し、8 月に山口県
で開催された同大会に出場しました。
　まだ２年生。今後益々の活躍が期待されます。
※P20 に関連記事があります。

キキララッッとと光光るる人人 ⓰ 

Ｐ2	 �特集　未来へつなぐ、岩泉の学び舎
	 ～小中学校の統廃合から考える地域の明日～②

Ｐ８	 決算審査ここをチェック

Ｐ10	 野生鳥獣による人身被害を未然に防ぐ

Ｐ12	 町の考えを問う（６議員が一般質問）

Ｐ19	 どうなりゃんしたあの提言
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　　　　未来へつなぐ岩泉の学び舎～小中学校の統廃合から考える地域の明日～②特  集

未
来
へ
つ
な
ぐ
岩
泉
の
学
び
舎
②

　
本
議
会
だ
よ
り
で
は
、
第
2
1
5
号
か
ら
全
４
回
に

わ
た
り
、
本
町
の
小
中
学
校
が
歩
ん
で
き
た
統
廃
合
の

歴
史
、
現
状
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
未
来
の
教
育
環
境

に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
考
え
る
特
集
を

組
み
ま
し
た
。
第
２
回
と
な
る
今
号
で
は
、
昭
和
か
ら

令
和
へ
、
激
動
の
「
統
合
の
軌
跡
」
と
地
域
の
決
断
に

つ
い
て
、
閉
校
に
携
わ
っ
た
方
々
や
閉
校
に
な
っ
た
学

校
の
卒
業
生
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

特  
集

令和2年3月に閉校した門小学校（写真右）と旧小川小学校（写真左）の記念写真。
両校は、令和2年4月、新設小川小学校として新たなスタートを切りました。

岩泉町歴史民俗資料館に展示
されている懐かしい写真

山
あ
い
の
集
落
を
結
ん
だ

「
分
校
統
合
」
の
幕
開
け

　
岩
泉
町
の
学
校
統
合
の

歴
史
は
、
昭
和
後
期
、
人

口
減
少
や
産
業
構
造
の
変

化
が
影
を
落
と
し
始
め
た

時
期
に
遡
り
ま
す
。

　

各
地
域
に
点
在
し
て
い

た
小
さ
な
分
校
の
本
校
へ
の

統
合
が
活
発
化
し
ま
し
た
。

●
当
時
の
議
会
で
の
議
論

　
「
通
学
路
の
安
全
確
保
」

や
「
遠
距
離
通
学
に
伴
う

負
担
軽
減
」
が
主
な
論
点

と
な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
り
所
で
あ
る
学

校
が
な
く
な
る
こ
と
へ
の

切
実
な
意
見
と
、
行
政
側

の
財
政
効
率
化
の
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

少
子
化
の
加
速
と

「
中
・
小
規
模
校
の
再
編
」

　

平
成
に
入
る
と
、
少
子

高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
一

段
と
増
し
、
よ
り
広
範
囲

に
わ
た
る
、
小
中
学
校
の

本
格
的
な
統
合
へ
と
舵
が

切
ら
れ
ま
す
。

●
当
時
の
議
会
で
の
議
論

　
「
部
活
動
の
選
択
肢
を

広
げ
、
集
団
生
活
の
中
で

【
昭
和
の
時
代
】

【
平
成
の
時
代
】

第 215 号はこちら

社
会
性
を
育
む
た
め
」
と

い
う
前
向
き
な
統
合
の
意

義
が
語
ら
れ
る
一
方
、「
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
経
費
」

や
「
通
学
時
間
の
長
時
間

化
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の

心
身
へ
の
影
響
」
を
懸
念

す
る
一
般
質
問
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。

震
災
・
災
害
を
乗
り
越

え
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
大
規

模
統
合

　
東
日
本
大
震
災
や
平
成

28
年
の
台
風
第
10
号
豪
雨

災
害
は
、
岩
泉
町
の
教
育

環
境
に
も
大
き
な
影
を
落

と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
を
契
機
と
し
た
復
興

と
再
編
の
動
き
は
さ
ら
に

加
速
し
ま
す
。

●
当
時
の
議
会
で
の
議
論

　
「
統
合
さ
れ
た
中
心
校
に

お
け
る
き
め
細
や
か
な
ケ

ア
」「
伝
統
文
化
や
地
域
学

習
の
継
承
方
法
」「
残
さ
れ

た
旧
校
舎
の
利
活
用
と
解

体
の
財
政
負
担
」
な
ど
が

主
な
テ
ー
マ
に
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
面
の
整

備
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

た
ち
の「
心
の
ケ
ア
」や「
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
ど
う

維
持
す
る
か
」
に
焦
点
が

当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
令
和
の
時
代
】
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統
合
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
二
升
石
地
区
の
一
番

の
灯
（
と
も
し
び
）
と
い

う
か
、
運
動
会
が
無
く
な

り
、
地
域
の
交
流
の
場
が

無
く
な
り
ま
し
た
。
運
動

会
で
は
、
地
区
の
人
た
ち

も
一
緒
に
集
ま
っ
て
、
午

前
は
子
ど
も
達
の
行
事
を

や
っ
て
午
後
は
、
松
橋
も

一
緒
に
大
人
の
運
動
会
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
区

の
明
る
く
楽
し
い
交
流
の

場
と
い
う
も
の
が
、
学
校

が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
少

な
く
な
り
寂
し
い
で
す
。

　
た
だ
、
子
ど
も
た
ち
は

人
数
の
多
い
所
で
生
活

し
、
授
業
も
活
動
も
楽
し

み
も
増
し
て
、
一
段
と
喜

び
が
広
が
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

三上　善文さん
（元二升石小学校 PTA会長）

小野寺俊哉さん
（元新設小川小学校校長）

　　　　未来へつなぐ岩泉の学び舎～小中学校の統廃合から考える地域の明日～②特  集

　
仕
事
や
私
事
で
岩
泉
を

訪
れ
る
と
、
ふ
と
当
時
を

思
い
出
し
ま
す
。
中
沢
、

門
、
小
川
の
各
校
で
校
長

を
経
験
し
た
こ
と
は
私
の

宝
物
で
す
。
特
に
忘
れ
ら

れ
な
い
の
が
、
閉
校
式
に

向
け
た
卒
業
生
へ
の
案
内

作
業
で
す
。
全
国
へ
散
ら

ば
っ
た
卒
業
生
の
行
方
を

調
べ
、
一
通
一
通
封
筒
を

閉
じ
た
発
送
作
業
は
本
当

に
大
変
で
し
た
。し
か
し
、

届
い
た
案
内
を
見
た
卒
業

生
た
ち
が
「
母
校
の
た
め

に
」
と
遠
方
か
ら
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
こ
と
、
地
域

や
学
校
が
ど
れ
ほ
ど
愛
さ

れ
て
い
た
か
を
痛
感
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
閉
校

式
が
で
き
な
か
っ
た
際

も
、
会
費
は
新
し
い
学
校

で
使
っ
て
と
あ
た
た
か
い

言
葉
も
頂
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
地

域
の
温
か
い
絆
を
胸
に
、

新
た
な
歴
史
を
紡
ぎ
始
め

閉校に関わった方々の
当時の思いを振り返る

た
子
ど
も
た
ち
の
未
来

が
、
こ
れ
か
ら
も
光
に
満

ち
あ
ふ
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
地
域
に
閉
校
の

説
明
が
あ
っ
た
の
が
閉
校

年
度
の
初
夏
頃
で
し
た
。

　
急
な
話
だ
っ
た
た
め
、

地
域
住
民
か
ら
は
反
対
の

意
見
も
多
く
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。　

　
し
か
し
、
閉
校
す
る
為

の
理
由
と
し
て
、
将
来
的

な
子
供
の
教
育
、
人
口
動

向
な
ど
の
閉
校
に
至
る
ま

で
の
背
景
を
丁
寧
に
説
明

し
た
上
で
進
め
ま
し
た
。

　
今
と
な
っ
て
は
岩
泉
中

学
校
へ
と
統
合
し
た
こ
と

で
、
友
達
も
増
え
、
そ
の

当
時
の
友
達
と
現
在
も
交

流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、

結
果
と
し
て
子
供
に
と
っ

て
は
と
て
も
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
大
牛
内
分
校
は

複
式
学
級
で
、
先
輩
か
ら

漢
字
の
書
き
順
が
違
う
と

教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と

や
、
み
ん
な
で
教
員
住
宅

に
遊
び
に
行
っ
た
こ
と
な

ど
、
覚
え
て
い
ま
す
。　

　
閉
校
に
な
る
こ
と
を
聞

い
た
と
き
は
、
な
ん
と
も

言
え
な
い
寂
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
が
、
今
で
も
楽
し

か
っ
た
思
い
出
が
さ
ま
ざ

ま
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　
幾
度
も
話
し
合
っ
て
賛

成
や
反
対
な
ど
簡
単
に
は

ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
気
が

し
ま
す
。

　
今
思
う
と
、
部
活
動
も

卓
球
部
だ
け
で
し
た
。
楽

し
く
サ
ッ
カ
ー
に
興
じ
る

子
の
顔
を
見
た
り
、
不
便

な
思
い
に
寄
り
添
っ
て
考

え
る
と
、
も
っ
と
早
く
決

断
す
べ
き
だ
っ
た
の
か
と

も
思
い
ま
す
。
学
校
行
事

は
地
区
の
住
民
の
交
流
の

場
で
し
た
か
ら
無
く
な
る

こ
と
は
考
え
た
く
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
子
ど
も
だ
け

で
な
く
、
住
民
も
減
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
後
に
残

る
各
地
の
校
舎
の
利
活
用

が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

佐藤　幸一さん
（元大川中学校PTA会長）

佐々木洋子さん
（小本小学校大牛内分校卒業生）

上日向幸一郎さん
（元安家中学校PTA会長）

　いわいずみ議会だより第 215 号
（令和８年７月 23 日号）４㌻で、【岩
泉町内中学校の移り変わり】表中「国
見中学校」の表記に誤りがありまし
た。お詫びして訂正します。
誤：国見分校　　
正：国見中学校　

お
詫
び
と
訂
正

次
は
、
定
例
会
の
あ
ら
ま
し
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定例会のあらまし

令和７年 11 月に岩泉地区に出没したツキノワグマ

野生鳥獣との適正な
共存を図る

　

８
年
第
３
回
定
例
会

は
、
９
月
３
日
か
ら
11
日

ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で

開
き
ま
し
た
。

　
３
日
と
４
日
に
は
、
一

般
質
問
が
行
わ
れ
６
人
の

議
員
が
登
壇
し
ま
し
た

（
質
問
の
内
容
な
ど
は
12

㌻
か
ら
15
㌻
ま
で
）。

　
任
期
満
了
と
な
る
教
育

委
員
1
名
の
任
命
に
同
意
。

　
岩
泉
町
立
有
芸
小
学
校

を
岩
泉
町
立
岩
泉
小
学
校

に
統
合
す
る
こ
と
に
伴
う

関
係
条
例
の
一
部
改
正
や

閉
校
と
な
っ
た
学
校
施
設

の
無
償
貸
し
付
け
、
町
有

地
の
売
却
な
ど
13
議
案
を

す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

野
生
鳥
獣
に
よ
る

人
身
被
害
を
防
ぐ

　
一
般
会
計
補
正
予
算
第

３
号
は
、
鳥
獣
被
害
対
策

防
止
緩
衝
帯
整
備
事
業
や

放
任
果
樹
伐
採
支
援
事
業

な
ど
、
補
正
額
は
６
億
６

８
０
４
万
円
に
な
り
ま
し

た
。

　
そ
の
ほ
か
、
令
和
７
年

度
岩
泉
町
の
財
政
の
健
全

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
と
令
和
７
年
度
教

育
委
員
会
事
務
点
検
評
価

報
告
書
の
２
件
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

旧
大
川
中
学
校
の
校
舎
と

同
用
地
を
無
償
貸
し
付
け

　

閉
校
と
な
っ
た
旧
大
川

中
学
校
の
利
活
用
を
図
る

た
め
、通
信
制
高
等
学
校

を
運
営
す
る
（
株
）Ⅰ 

a
m 

s
u
c
c
e
s
s
．へ

旧
大
川
中
学
校
の
校
舎
と

同
用
地
を
無
償
で
貸
し
付

け
る
た
め
の
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

貸
付
期
間
は
、令
和
8

年
10
月
1
日
か
ら
令
和
19

年
3
月
31
日
ま
で
で
、同

社
が
運
営
す
る
一
ツ
葉
高

等
学
校
岩
泉
高
と
し
て
令

和
9
年
4
月
の
開
校
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

岩
手
ア
ラ
イ
へ

町
有
地
を
売
却

　
岩
手
ア
ラ
イ（
株
）に
事

業
用
地
と
し
て
町
有
地
を

売
却
す
る
た
め
の
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
場
所
は
、
岩
手
ア
ラ
イ

（
株
）の
工
場
に
隣
接
す
る

町
有
地
で
、
売
却
額
は

7020



万
1
1
6
5
円

で
す
。

岩手アライ（株）の工場に隣接する町有地

議決された議案
の 一 覧 は 町 の
ホームページで
確認できます
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定例会のあらまし

学習用端末を利用する小学生

大
川
財
産
区
管
理
委
員
の

任
命
に
同
意

　
岩
泉
町
大
川
財
産
区
管

理
委
員
の
任
期
が
９
月
30

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
に

な
る
こ
と
に
伴
い
、７
人
の

委
員
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
４
年
間
で
す
。

前
川　
　
超
さ
ん

（
釜
津
田
字
権
現
）

青
木　
久
嗣
さ
ん

（
浅
内
字
上
川
代
）

畠
山　
利
勝
さ
ん

（
釜
津
田
字
上
種
倉
）

佐
藤　
　
章
さ
ん

（
大
川
字
大
家
）

佐
藤　
文
喜
さ
ん

（
釜
津
田
字
上
種
倉
）

佐
々
木
良
彦
さ
ん

（
釜
津
田
字
八
重
沢
）

佐
藤　
　
純
さ
ん

（
大
川
字
下
外
山
）

学
習
用
端
末
を
購
入

　
岩
泉
町
立
学
校
の
児
童

生
徒
が
使
用
す
る
学
習
用

端
末
購
入
の
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
使
用
し
て
い
る
端

末
を
更
新
す
る
も
の
で
、

購
入
す
る
端
末
は
、ア
ッ

プ
ル 

i
P
a
d 

11
イ
ン

チ
で
す
。合
計
380


台

が
納
入
予
定
で
、契
約
金

額
は
２
７
１
７
万
円
で

す
。

　
現
在
使
用
し
て
い
る
端

末
は
、令
和
３
年
度
か
ら

使
用
さ
れ
て
お
り
、今
年

度
で
使
用
開
始
か
ら
６
年

目
を
迎
え
、劣
化
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、今
回
の

端
末
購
入
で
学
習
環
境
の

改
善
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　現在使用している端末は劣
化により使いづらい状況であ
り、更新を生徒と共に待ち望
んでいました。
　iPad 導入と言うことで、学
習・生徒とのコミュニケー
ション環境が良好に保たれる
ことが期待でき、今後さらに
活用していきたいと思います。

まま ちち 声声のの
学習用端末更新で
学習環境が良好に

中村　翔さん
（小川中学校教諭）

　岩泉町教育委員会教育委
員１人の任期満了に伴い、
早野由紀子さん（岩泉）を
新たに委員に任命すること
に同意しました。
　任期は令和 8 年 9 月 20
日から 4年間です。

　８月 18 日に開催された令和８年第３回臨時会
で、欠員となっていた副町長に、永井榮一さんを
選任することに全会一致で同意しました。
　趣味のスキーの腕前は指導者の資格を持つほど
の永井さん。鉄道旅好きでもあり、早速三陸鉄道
を利用して久慈市のラーメンを堪能してきたとの
ことです。今後のご活躍を期待します。

教育委員の任命に同意

副町長の選任に同意

次
は
、
決
算
の
あ
ら
ま
し
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前年度比
2.2％ 減

7年度決算

住
み
や
す
い
町
へ

施
設
整
備
を
推
進

一
般
会
計
１
１
5
億
円
の

歳
出
決
算
を
認
定

　
７
年
度
一
般
会
計
の
歳

出
決
算
額
は
１１

４
億
８

６
６
９
万
円
で
、
前
年
度

比
２
億
５９

０
７
万
円

（
２・２
％
）
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　
減
少
の
主
な
要
因
は
、

商
工
費
が
４
億
４
１
６
９

万
円
（
５１・０
％
）
減
少

し
た
た
め
で
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
事
業
で
は
、
地
域
新

電
力
設
立
支
援
事
業
に
よ

り
、
町
民
や
町
内
事
業
者

の
地
域
新
電
力
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

指
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
の
決
算
審
査
で
は
、
一
般
会
計
・
６
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
・

下
水
道
事
業
会
計
の
総
額
１５

３
億
円
の
決
算
を
慎
重
に
審
議
。
全
て
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。【
関
連
８
～
９
㌻
】

　
小
川
地
区
複
合
施
設
整

備
は
、
平
成
28
年
台
風
10

号
豪
雨
災
害
に
よ
り
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
事

業
で
し
た
が
、
令
和
６
年
８

月
か
ら
着
工
し
令
和
８
年
３

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広

場
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

親
し
み
や
す
く
親
子
が
楽

し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
と
す
る

た
め
、
新
た
に
遊
具
を
整

備
し
、
子
育
て
環
境
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
決
算
の
状

況
と
主
な
事
業
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

７年 度 決 算 の
詳細は町のHP
から

レクリエーション広場整備�レクリエーション広場整備�

１３７２１３７２万円万円

１５５１５５万円万円

地域新電力会社設立支援地域新電力会社設立支援

８８億億１２７３１２７３万円万円

小川地区複合施設整備小川地区複合施設整備

７年度　各会計の決算額
会計名 歳入 歳出

一般会計 124億4212万円 114億8669万円

特
別
会
計

国 民 健 康
保 険

事 業 勘 定 10億3390万円 10億883万円
診 療 施 設 勘 定 3846万円 3286万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億4710万円 1億4686万円

介 護 保 険 事 業 勘 定 15億1879万円 14億7450万円
サービス事業勘定 1212万円 1119万円

観 光 事 業 2億913万円 1億9376万円
大 川 財 産 区 435万円 427万円

企
業

水 道 事 業
会 計

収 益 的 収 支 3億961万円 3億9497万円
資 本 的 収 支 1億5525万円 2億340万円

下水道事業
会 計

収 益 的 収 支 1億7381万円 1億6678万円
資 本 的 収 支 1億1981万円 1億8944万円

合計 161億6445万円 153億1355万円
0

50億

100億

150億

200億

250億

９
９
億
９
６
４
５
万
円

９
９
億
９
６
４
５
万
円

１
０
８
億
６
３
６
４
万
円

１
０
８
億
６
３
６
４
万
円

１
１
７
億
４
５
７
７
万
円

１
１
７
億
４
５
７
７
万
円

１
５
０
億
１
２
２
９
万
円

１
５
０
億
１
２
２
９
万
円

１
５
０
億
１
２
２
９
万
円

１
４
６
億
７
９
９
１
万
円

１
４
６
億
７
９
９
１
万
円

１
４
６
億
７
９
９
１
万
円

２
１
４
億
８
２
７
６
万
円

２
１
４
億
８
２
７
６
万
円

２
１
４
億
８
２
７
６
万
円

１
７
５
億
９
４
３
８
万
円

１
７
５
億
９
４
３
８
万
円

１
７
５
億
９
４
３
８
万
円

１
３
１
億
４
６
９
５
万
円

１
３
１
億
４
６
９
５
万
円

１
３
１
億
４
６
９
５
万
円

１
０
８
億
４
９
３
７
万
円

１
０
８
億
４
９
３
７
万
円

１
０
８
億
４
９
３
７
万
円

１
２
５
億
２
３
８
万
円

１
２
５
億
２
３
８
万
円

１
２
５
億
２
３
８
万
円

4 ５ 6

１
１
４
億
８
６
６
９
万
円

１
１
４
億
８
６
６
９
万
円
7327 28 29 30 元 2 （年度）

（円） 一般会計歳出決算額の推移

決算のあらまし
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決算のあらまし

衛生費
 7億9344万円

(6.9%)

消防費
6億9667万円

(6.1%)

商工費
 4億2366万円

(3.7%)

農林水産業費
9億5814万円

(8.3%)

土木費
8億2584万円

(7.2%)

教育費
7億9150万円

(6.9%)

災害復旧費
4億2083万円

(3.7%)

民生費
18億137万円
(15.7％)

総務費
29億8634万円

(26.0％)

議会費
8694万円
(0.7％)

公債費
17億196万円
(14.8%)

歳出
（使ったお金）
114億8669万円

県支出金
 4億6320万円

(3.7％)

国庫支出金
 13億7393万円

(11.0％)

繰入金･繰越金
12億8790万円

(10.4％)

地方譲与税・
交付金など
4億4783万円

(3.6％)

地方交付税
60億434万円
(48.3％)

諸収入
8億6950万円
(7.0%）

歳入
（入ってきたお金）
124億4212万円

町債
12億1610万円

(9.8％)

町税
7億7932万円
(6.3%）

◆
財
政
用
語
◆

【
地
方
交
付
税
】
町
の
財

政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

【
国
庫
・
県
支
出
金
】
町

が
行
う
事
業
に
対
し
て

国
・
県
か
ら
補
助
さ
れ
る

お
金

【
町
債
】
事
業
の
財
源
に

充
て
る
た
め
国
な
ど
か
ら

借
り
た
お
金

【
地
方
譲
与
税
】
国
税
で

あ
る
自
動
車
重
量
税
な
ど

が
一
定
の
割
合
で
町
に
交

付
さ
れ
る
お
金

【
繰
入
金
】
積
立
金
か
ら

取
り
崩
し
た
お
金

【
諸
収
入
】
延
滞
金
、
預

金
利
子
な
ど
の
お
金

【
総
務
費
】
一
般
的
な
事

務
経
費
や
財
産
管
理
な
ど

の
経
費

【
民
生
費
】
高
齢
者
や
児

童
な
ど
社
会
福
祉
の
た
め

の
経
費

【
衛
生
費
】
集
団
検
診
や

ご
み
処
理
な
ど
の
経
費

【
農
林
水
産
業
費
】
農
林

水
産
業
の
振
興
や
農
道
・

林
道
の
整
備
、
漁
港
整
備

な
ど
の
経
費

【
商
工
費
】
商
工
業
の
振

興
や
観
光
開
発
の
経
費

【
土
木
費
】
町
道
や
河
川

整
備
な
ど
の
経
費

【
教
育
費
】
学
校
教
育
や

社
会
教
育
な
ど
の
経
費

【
公
債
費
】
事
業
を
行
う

と
き
に
借
り
た
お
金
の
返

済
金 お

し
え
て

お
し
え
て

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

一般会計決算の内訳

自主財源
町で集めたお金

29億3673万円
（23.6％）

依存財源
国・県・借入金などに

頼るお金

95億539万円
（76.4％）

決算状況はおおむね良好
～決算審査意見～
　９月３日の本会
議で報告された決
算審査意見の内容
を要約してお伝え
します。

一般会計・特別会計
　本年度の決算状況は、おおむね
良好であった。
　今後の財政運営を展望すると、
人口減少や物価高騰などの社会情
勢により、厳しい財政状況が続く
ものと予測。将来にわたり安定し
た行政サービスを提供するために
基礎的財政収支の黒字化を堅持
し、有効性、経済性、効率性等を
検証し、限られた財源の中で持続
可能な行財政運営に努められたい。
水道・下水道事業会計 
　人口減少による料金収入の減
少、施設の老朽化の修繕や更新、
燃料費の高騰など今後の経営環境
はより厳しさを増すと考えられ
る。経営の効率化と透明化を進め、
長期的な経営の安定を図られたい。

箱石憲市
代表監査委員

次
は
、
決
算
審
査
こ
こ
を
チ
ェ
ッ
ク
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決算審査決算審査

　中松屋では、３品を返礼品で登録しており、
毎月注文が入ります。店だけではなく「岩泉
町」の名前を背負っていますから、誠意を
込めて発送しています。

　ゴミ袋が品薄の影響か、出されたゴミに袋の表
記と中身が違っていることがありました。これから
指定のゴミ袋はどうなるんでしょうか。指定のゴミ
袋今後の町からの情報に注目したいと思います。

嬉しい毎月の注文
誠意を込めて発送

ゴミ袋の品薄の影響
今後どうなるゴミ袋

佐々木美恵子さん
（岩泉）

金澤　幸江さん
（小本）

まま ちち 声声ののまま ちち 声声のの

ふるさと納税の動向
件数金額ともに増加
　決算審査特別委員会（畠山和英委員長）は９月９
日から11日までの３日間、一般会計と５特別会計、水
道事業会計、下水道事業会計の６年度決算を審査し
ました。
　ここでは、特別委員会の審査の中からいくつかの
内容を要約してお伝えします。

表
記
し
て
は
ど
う
か
。

ど
う
い
っ
た
項
目
を

記
載
す
る
か
絞
り
な

が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
く
。ふ

る
さ
と
納
税
の
寄

付
の
動
向
は
。

町
独
自
で
決
定
は
で

き
な
い
ま
で
も
、
代

替
措
置
を
機
に
、
指
定
ゴ

ミ
袋
切
り
替
え
の
働
き
か

け
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

る
か
。今

回
の
代
替
え
措
置

に
よ
る
ク
レ
ー
ム
な

ど
あ
が
っ
て
き
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。ま
た
、当
町
は
、

ふるさと納税ごみ袋

ふ
る
さ
と
納
税
の
実
態
は

指
定
ご
み
袋
の
切
替
検
討
は

成
果
表
へ
の
記
載
を
検
討

町
独
自
の
見
直
し
も
選
択
肢

主
要
施
策
の
成
果
に

関
す
る
報
告
書
に
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
付
件
数

や
寄
付
金
額
が
表
記
さ
れ

て
い
る
が
、
町
内
事
業
者

へ
の
発
注
額
や
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
手
数
料
な
ど
の
経

費
、
税
の
流
出
額
や
交
付

税
の
措
置
額
、
実
質
財
政

効
果
や
地
域
経
済
波
及
効

果
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

指
定
ご
み
袋
に
つ
い

て
、
現
在
は
、
指
定

ご
み
袋
以
外
も
使
用
可
能

と
な
っ
て
い
る
か
。

資
材
不
足
に
よ
り
、

11
月
30
日
ま
で
の
期

間
限
定
で
あ
る
が
、
代
替

措
置
と
し
て
指
定
ご
み
袋

以
外
で
も
排
出
し
て
よ
い
と

い
う
こ
と
で
周
知
し
て
い
る
。

マ
ツ
タ
ケ
の
発
送
に

力
を
入
れ
、
事
業
者

も
増
え
て
い
る
。
事
業
者

の
中
で
も
200


グ
ラ
ム

コ
ー
ス
や
5
00

グ
ラ
ム
、

コ
ー
ス
を
た
く
さ
ん
つ

く
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
要

因
で
１
件
当
た
り
の
単
価

が
上
が
っ
て
い
る
状
況
。

ま
た
、
岩
泉
ヨ
ー
グ
ル
ト

の
返
礼
を
１
回
で
は
な
く

て
定
期
便
、
年
ベ
ー
ス
で

ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
毎

月
送
る
と
い
う
工
夫
を
し

た
結
果
、
件
数
、
金
額
と

も
に
増
え
て
い
る
。

適
切
な
分
別
が
行
わ
れ
、

非
常
に
良
好
な
分
別
結
果

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

町
内
各
地
を
見
る
と
小
売

店
が
無
い
地
区
も
あ
り
、

指
定
ご
み
袋
を
な
か
な
か

購
入
で
き
な
い
方
々
が
出

て
く
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
そ
う
いっ
た

状
況
を
訴
え
な
が
ら
、
見

直
し
が
必
要
で
あ
れ
ば
議

論
を
進
め
る
方
向
も
選
択

肢
と
考
え
る
。

問問

問問 答

答

答

答

決算審査特別委員会

返礼品で人気のマツタケ
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千
葉
委
員　
佐
々
木
町
長

就
任
後
、
初
の
決
算
審
査

に
あ
た
り
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
課
題
意
識
を

伺
う
。
人
口
減
少
下
で
絶

対
値
で
の
事
業
成
果
の
達

成
が
厳
し
い
中
、
今
後
は

絶
対
値
で
な
く
、
事
業
や

暮
ら
し
の
「
質
」
を
測
る

評
価
軸
へ
の
改
革
が
必
要

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
次

期
総
合
計
画
（
未
来
づ
く

り
プ
ラ
ン
）
に
つ
い
て
は
、

計
画
自
体
を
分
か
り
や
す

く
整
理
し
た
上
で
、
変
化

の
速
い
情
勢
に
合
わ
せ
、

年
度
ご
と
の
ロ
ー
リ
ン

グ
、
チ
ェッ
ク
、
ア
ク
シ
ョ

ン
と
い
っ
た
運
用
強
化
を

期
待
す
る
も
の
で
す
。
町

長
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意

気
込
み
を
伺
う
。

　子どもの居場所づくりとして、こども食堂を始め
ました。岩泉ならではの活動や世代間交流を通じて、
良い思い出をたくさん作って、町のことを思ったり、
戻ってきてくれたりすればと思い活動しています。

　こども園への出前講習から始まり、成長し記録や
技術が伸びていく子ども達をみていると、びっくり
するし、元気をもらえます。伸び伸びと楽しく競技
が続けられるよう、町の支援の拡充を期待します。

世代間での交流も
今後も活動続ける

こども達の活躍へ
町の支援の強化を

藤澤　惠子さん
（岩泉）

上野　令奈さん
（岩泉町スポーツ協会職員）

まま ちち 声声のの

まま ちち 声声のの

こ
ど
も
食
堂
の
運
営

に
つ
い
て
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し

て
い
る
か
。

令
和
６
年
か
ら
地
域

団
体
に
補
助
金
を
支

出
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

　

地
元
食
材
の
使
用
や
、

こ
ど
も
の
遊
び
場
的
な
事

児
童
生
徒
が
出
場
す

る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
へ
の
支
援
の
状
況
は
。

県
大
会
以
上
を
対
象

と
し
、
教
員
が
引
率

す
る
学
校
行
事
と
捉
え
ら

れ
る
大
会
の
み
補
助
対
象

と
し
て
お
り
、
個
人
的
に

出
場
し
た
大
会
な
ど
に
つ

い
て
は
全
額
保
護
者
の
負

担
と
な
っ
て
い
る
状
況
。

町
の
代
表
と
し
て
出

場
す
る
も
の
、
少
な

く
と
も
本
人
に
負
担
が
か

業
な
ど
各
種
活
動
に
よ
り
、

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
中
心
的
な
活
動
を

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
ど
も
食
堂
の
利
用

者
に
偏
り
は
な
い
か
。

参
加
者
が
限
定
的
で

固
定
化
し
て
い
る
状

況
は
運
営
団
体
も
町
も
認

識
し
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な

工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画
を

開
催
し
て
も
ら
い
、
町
と

し
て
も
支
援
を
継
続
し
て

い
く
。

か
ら
な
い
よ
う
全
面
支
援

し
て
は
。

ス
ポ
ー
ツ
全
般
の
補

助
に
関
し
て
は
、
活

躍
す
る
選
手
に
負
担
が
か

か
ら
な
い
仕
組
み
づ
く
り

を
町
部
局
と
も
相
談
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

こども食堂

スポーツ

こ
ど
も
食
堂
の
評
価
は

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
支
援
は

居
場
所
づ
く
り
に
貢
献

補
助
の
仕
組
み
を
検
討
す
る

問

問問

問

決算審査特別委員会

答

答

答

答

町
長　

人
口
減
少
時
代
に

お
い
て
は
「
ス
マ
ー
ト
シ
ュ

リ
ン
ク
（
賢
く
縮
む
）」

の
視
点
を
取
り
入
れ
、
公

共
施
設
の
見
直
し
等
を
進

め
つ
つ
、
町
民
の
生
活
の

質
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
。
新
た
な
総
合

計
画
は
、
中
高
生
の
教
材

に
な
る
よ
う
な
分
か
り
や

す
さ
や
ビ
ジ
ュア
ル
面
を
意

識
し
、
町
民
や
職
員
と
将

来
像
を
共
有
で
き
る
も
の

に
し
た
い
。
結
果
の
数
値

評
価
だ
け
で
な
く
プ
ロ
セ

ス
の
質
も
重
視
し
、
投
資

す
べ
き
分
野
に
は
し
っ
か
り

と
投
資
を
行
う
。
岩
泉
町

の
持
つ
潜
在
能
力
を
活
か

し
、
議
会
や
町
民
の
皆
様

と
共
に
様
々
な
課
題
へ
果

敢
に
挑
戦
し
て
い
く
。

千葉泰彦
委員

佐々木真
町長

岩泉地区でのこども食堂の様子

総括質疑
　
総
括
質
疑
と
は
、
審
査
す
る
案
件
全
般
に

対
し
て
行
う
も
の
。
総
括
質
疑
を
要
約
し
て

お
伝
え
し
ま
す
。

次

次
は
、
条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
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条例補正予算審査特別委員会

森の越地区の未整備の緑地

　
条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
畠
山
昌
典

委
員
長
）
は
９
月
７
日
、
条
例
５
件
、
補
正
予
算

５
件
を
審
査
。
全
て
の
議
案
を
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
。
同
日
の
本
会
議
に
お
い
て
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
審
査
で
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
防
止
緩
衝
帯
整
備

事
業
や
放
任
果
樹
伐
採
支
援
事
業
な
ど
の
新
規
事

業
に
対
す
る
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い

く
つ
か
の
内
容
を
要
約
し
お
伝
え
し
ま
す
。

　人里近くの緑地での刈払いや伐採は非常に有効だと思います。一度きりでない持続的
な取り組みや他地域での作業など、今後の事業に期待します。併せて、より多くの人が
熊をはじめ野生動物の生態への理解を深めることも重要と感じるので、その入口として
有識者を招いた勉強会なども期待します。

持続的な取り組みや
他地域での作業期待

岸岡　健太さん
（岩泉）

まま ちち 声声のの

事
業
者
の
選
定
状
況

を
伺
う
。

建
設
業
協
会
の
方
た

ち
に
声
を
掛
け
て
い

る
状
況
。
建
設
業
協
会
の

方
た
ち
は
、
作
業
に
必
要

な
重
機
な
ど
を
所
有
し
て

お
り
、
地
域
貢
献
活
動
で

役
場
裏
側
の
山
林
を
整
備

し
た
実
績
も
あ
る
。

獣　害

事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

９
月
中
に
は
事
業
者
決
定

事
業
者
は
ど
う
い
う

形
で
選
定
を
し
て
い

く
の
か
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
伺
う
。

９
月
中
に
は
事
業
者

を
決
定
で
き
る
よ
う

に
進
め
て
い
く
。
そ
の
前

提
と
し
て
土
地
所
有
者
と

の
合
意
に
時
間
が
か
か
る

可
能
性
が
あ
る
が
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
発
注
、
作

業
を
開
始
し
て
い
く
。

問

問

答

答

未
然
に
防
ぐ

野
生
鳥
獣
に
よ
る
人
身
被
害
を
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条例補正予算審査特別委員会

在留カードとマイナンバーカードが
ひとつのカードになります。

屋
根
部
分
の
修
繕
の

必
要
性
は
。

現
状
の
ま
ま
貸
す
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

将
来
的
に
借
主
側
の
要
望

が
あ
れ
ば
経
営
状
況
な
ど

も
見
極
め
な
が
ら
負
担
割

合
な
ど
も
含
め
協
議
す

る
。
使
用
貸
借
契
約
な
ど

の
手
続
き
ま
で
に
詰
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

施
設
の
修
繕
に
伴
う

費
用
負
担
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

使
用
貸
借
契
約
に
お

い
て
、
修
繕
金
額
の

上
限
を
設
定
す
る
予
定
。

様
々
な
状
況
に
対
応
す
べ

く
、
両
者
で
協
議
す
る
と

の
事
項
も
明
記
す
る
。

問

問

答

答

便
性
を
高
め
る
こ
と
で
、

増
加
し
て
い
く
と
見
込
ん

で
い
る
。

え
て
い
く
可
能
性
も
あ
る

の
か
。新

た
に
入
国
す
る
際
、

期
間
、
目
的
に
応
じ

て
特
定
在
留
カ
ー
ド
を
取

得
す
る
が
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
等
を
外
国
人
の
方
に
適

切
に
受
け
て
も
ら
う
に
は
、

在
留
カ
ー
ド
、
印
鑑
証
明

の
機
能
を
ひ
と
つ
に
し
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利

特
定
在
留
カ
ー
ド
ま

た
は
特
定
特
別
永
住

者
証
明
書
を
加
え
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
対
象
者

の
人
数
は
。
ま
た
、
国
別

の
人
数
は
わ
か
る
か
。

令
和
８
年
７
月
31
日

現
在
の
外
国
人
人
口

は
、
男
性
が
25
人
、
女
性

が
54
人
、
合
計
79
人
と

な
っ
て
い
る
。
国
籍
別
で

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
７

人
、カ
メ
ル
ー
ン
が
３
人
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
２
人
、
ベ

ト
ナ
ム
が
29
人
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
が
19
人
、
ラ
オ
ス
が

７
人
、
そ
し
て
韓
国
が
１

人
、ア
メ
リ
カ
が
５
人
で
、

計
79
名
と
な
っ
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
、
こ
の
79
人

の
う
ち
印
鑑
登
録
を
さ
れ

て
い
る
方
は
10
名
と
な
っ

て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
外
国
人
の
方
も

取
得
で
き
る
が
、
今
後
増

印鑑条例

貸　付

対
象
者
の
人
数
は

施
設
修
繕
の
取
り
決
め
は

外
国
人
の
方
79
人

使
用
貸
借
契
約
に
盛
込
む

問問 答

答

　一ツ葉高校の開校は地域にとっても明るい話題
で楽しみにしています。　
　若い人達の出入があるということは、高齢者の
多い当地区にとって、刺激的で元気をもらえる良
い機会になると思っていますが、長く継続できるよ
う、行政のバックアップが必須と考えています。
　どのような交流ができるか、楽しみに待ってい
たいと思います。

　ミャンマーから来て町内で働いています。
　在留資格を持ち、岩泉町に住民票があるの
で、マイナンバーカードが交付されています。
　今までは在留資格カードとマイナンバーカード
の二枚持ちで大変でしたが、一枚になるだけで
も便利になりますね、仲間達にも教えてあげます。
岩泉はとても平和で暮らしやすいですから仕事
も頑張っていきたいと思います。

一ツ葉高校の開校
地域の明るい話題

マイナンバーカード
便利なカードと実感

佐々木利和さん
（大川）

ス・アウンさん
（岩泉）

まま ちち 声声のの

まま ちち 声声のの

次

は

、

●

次
は
、
町
の
考
え
を
問
う
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6人の議員が登壇

一般質問
　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
９
月
定
例
会
で
は
、
６

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
課
題
へ
の
提
言
や
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
13

㌻
か
ら
15
㌻
）
を
登
壇
順

（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

町
の
考
え
を

町
の
考
え
を
問問
うう

一般質問全文は、町ホーム
ページで公開しています。
スマートフォンはこちらから。

畠
はたけやま

山　昌
ま さ

典
の り

 議員 ⃝まちづくり商社設立を（13㌻）

佐
さ

藤
と う

　安
や す

美
み

 議員 ⃝獣医師確保の対策は（14㌻）
＊その他の質問
　・廃校舎の管理について

林
はやしざき

﨑竟
きょうじろう

次郎 議員 ⃝保健師の増員を（15㌻）
＊その他の質問
　・地域新電力会社設立について

大
お お や ま

山　幸
ゆ き ま さ

真 議員 ⃝町内経済の循環の評価は（13㌻）

畠
はたけやま

山　和
か ず

英
ひ で

 議員 ⃝介護施策の継続・堅持を（14㌻）
＊その他の質問
　・次期「高齢者福祉計画・介護保険事業計画」の策定　・高齢者補聴器購入費助成事業
　・緊急通報装置設置事業　・配食サービス事業　・「中期財政見通し」

千
ち

葉
ば

　泰
や す

彦
ひ こ

 議員 ⃝「守り」「攻め」の戦略は（15㌻）

誰にでも分りやすい
開かれた議会を期待

佐々木　嘉さん
（岩泉）

　
一
般
質
問
の
趣
旨
が
分
か
り
や
す
く
、
答

弁
も
適
切
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
再
質
問
に
関
し
て
は
、
前
置
き
が

長
い
た
め
傍
聴
者
に
は
何
を
聞
き
た
い
の
か

理
解
で
き
な
い
場
面
が
あ
り
、
も
う
少
し
分

か
り
や
す
く
簡
潔
に
し
た
ほ
う
が
良
い
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
難
し
い
用

語
と
か
表
現
は
極
力
使
用
し
な
い
で
、
誰
に

で
も
分
か
り
や
す
く
、
開
か
れ
た
議
会
に
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

９
月
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ

８
人
で
し
た
。

　
傍
聴
さ
れ
た
岩
泉
の
佐
々
木

嘉
さ
ん
に
傍
聴
し
た
感
想
や
議

会
に
対
す
る
声
を
聴
き
ま
し
た
。

傍
聴
者
の
声

傍
聴
者
の
声
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問 

ま
ち
づ
く
り
商
社
設
立
を

答 

調
査
研
究
進
め
構
想
練
る

問　
木
炭
や
鹿
肉
加
工
品

を
は
じ
め
と
す
る
町
内
物

産
品
に
つ
い
て
、
町
は
現

在
の
販
路
拡
大
に
お
け
る

最
大
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
か
。
全
国
の
先
進
地
で

は
、「
地
域
商
社
（
ま
ち

づ
く
り
商
社
）」
を
設
立

し
、
地
域
外
か
ら
外
貨
を

稼
ぐ
仕
組
み
を
構
築
し
て

い
る
。 

本
町
に
お
い
て

も
、
個
々
の
商
品
を
、
点

で
は
な
く
「
岩
泉
ブ
ラ
ン

ド
」
と
い
う
面
で
捉
え
、

強
力
な
セ
ー
ル
ス
部
隊
と

な
る「
ま
ち
づ
く
り
商
社
」

を
設
立
す
べ
き
。

町
長　
本
町
の
地
域
産
品

町
内
を 第

一
に
考
え回

す
金

ブ
ラ
ン
ド
化

知
恵
を
出
し
合
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
を

畠山　昌典議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

大山　幸真議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
「
雇
用
機
会
の
拡
大

と
町
内
経
済
の
循
環
を
高

め
、
持
続
可
能
な
地
域
の

発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
」

と
い
う
方
針
に
つ
い
て
、

そ
の
進
捗
や
達
成
度
合
い

を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

町
長　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
発
行
、
町
内
事
業
者

か
ら
の
調
達
を
条
件
と
し

た
補
助
事
業
な
ど
、
地
域

問 町内経済の循環の評価は
答 最重要施策であると認識

高品質な岩泉町の木炭、持続可能な産業へ、
対策は待った無しです。

町内経済の一翼を担う岩泉商工会が
事務所を構える岩泉観光センター

が
持
つ
潜
在
的
価
値
が
市

場
に
十
分
届
い
て
い
な
い

背
景
に
は
、
商
品
が
市
場

で
評
価
さ
れ
る
た
め
の
競

争
力
や
付
加
価
値
の
不

足
、
安
定
供
給
能
力
な
ど

の
複
合
的
な
要
因
が
あ
る

も
の
と
認
識
。

　
「
ま
ち
づ
く

り
商
社
」
の
設

立
に
つ
い
て

は
、
全
国
の
先

進
地
事
例
を
研

究
し
て
お
り
、

販
路
拡
大
や
地

域
外
か
ら
の
外

貨
獲
得
に
お
い

て
、
非
常
に
効

果
的
な
仕
組
み

で
あ
る
一
方
、

課
題
と
し
て
は
、
商
社
の

運
営
に
必
要
な
資
金
や
人

材
、
地
域
住
民
と
の
連
携

構
築
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
が
円
滑
に
進
ま
な
け

れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
商
社

の
効
果
は
限
定
的
と
な
る

こ
と
も
懸
念
さ
れ
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
引
き
続
き

調
査
研
究
を
進
め
る
と
と

も
に
、
町
内
外
の
専
門
家

や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

具
体
的
な
構
想
を
練
る
。

内
消
費
の
維
持
・
促
進
を

図
っ
て
き
た
。
中
小
企

業
・
事
業
者
向
け
の
経
営

支
援
・
資
金
調
達
支
援
と

し
て
、 

各
種
利
子
補
給
補

助
事
業
に
よ
る
経
営
改
善

や
施
設
投
資
へ
の
支
援
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の

施
策
は
、
一
助
に
な
っ
た

も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

問　
町
の
発
注
事
業
に
お

け
る
地
元
優
先
の
徹
底
、

地
元
産
品
の
付
加
価
値
向

上
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
町
内
施
策
を
展
開
し
て

い
く
決
意
で
あ
る
か
。

町
長　
町
内
事
業
者
を
第

一
に
考
え
、
受
注
機
会
の

創
出
に
努
め
て
い
く
。
地

域
新
電
力
会
社
に
つ
い
て

は
、
事
業
化
に
向
け
た
具

体
的
な
段
階
に
移
行
し
つ

つ
あ
る
。
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佐藤　安美議員

問　
町
内
の
開
業
獣
医
師

２
名
は
、
昼
夜
問
わ
ず
診

療
し
て
い
た
が
、
令
和
６

年
度
で
廃
業
と
な
り
、
当

地
区
は
獣
医
師
が
不
在
の

状
況
に
あ
る
。
今
後
の
対

応
は
。

町
長　
関
係
機
関
と
協
議

を
継
続
し
た
結
果
、
盛
岡

市
在
住
の
獣
医
師
と
令
和

９
年
度
か
ら
当
地
域
で
の

開
業
に
つ
い
て
意
思
確
認

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

開
業
に
向
け
て
、
必
要
な

資
機
材
等
の
支
援
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
本
定
例

会
の
補
正
予
算
に
お
い

て
、
獣
医
師
確
保
対
策
事

業
補
助
金
を
提
案
し
て
い

る
。
畜
産
経
営
に
取
り
組

む
た
め
の
重
要
な
基
盤
で

あ
り
、
開
業
後
も
支
援
体

制
を
継
続
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る

問　
旧
大
川
中
学
校
の
屋

根
の
現
状
を
見
れ
ば
、
あ

ま
り
に
も
酷
い
。
雨
漏
り

し
て
か
ら
で
は
、
修
繕
費

に
多
額
の
費
用
が
掛
か

る
。
早
急
に
対
策
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長　
屋
根
の
老
朽
化
の

状
況
は
十
分
に
把
握
し
て

い
る
。
今
後
、
施
設
の
安

全
性
や
長
期
的
な
運
用
を

見
据
え
、
運
営
会
社
と
協

議
、
費
用
負
担
の
在
り
方

に
つ
い
て
話
し
合
い
な
が

ら
良
好
な
環
境
の
整
備
に

努
め
る
。

畜
酪
に地

域
獣
医
師

　
　
　

欠
か
せ
な
い

一般質問・答弁
全文はこちらから

開業獣医師による診療の様子

問 

獣
医
師
確
保
の
対
策
は

答 

関
係
機
関
と
協
議
継
続

介
護
計
画

地
域
で
描
く

　
　

安
心
網

畠山　和英議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
令
和
８
年
度
は
、「
町

高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
10

期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
令
和
9
～
11
年
度
）」
の

策
定
年
に
あ
た
る
。
次
期

介
護
保
険
事
業
は
、
利
用

者
が
路
頭
に
迷
わ
な
い
よ

う
に
、「
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
施
策
の
継
続
、堅
持
」

を
図
る
べ
き
だ
。
町
長
の

所
見
は
。 問 介護施策の継続・堅持を

答 サービス提供は維持図る

町
長　

介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
利
用
者

数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
介
護
事
業

者
は
経
営
が
難
し

い
状
況
で
、
サ
ー

ビ
ス
基
盤
の
維
持

が
課
題
で
あ
る
。

必
要
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
体
制
が
維
持

で
き
る
よ
う
に
地

域
の
資
源
を
最
大

限
活
用
し
て
継
続

で
き
る
よ
う
に
努

め
る
。

問　
要
介
護
認
定
者
の
減

少
、
介
護
保
険
財
政
状
況

な
ど
勘
案
す
る
に
、
介
護

保
険
料
は
引
上
げ
な
く
て

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

料
す
る
。介
護
保
険
料
は
、

ど
う
見
込
む
か
。
町
長
の

見
解
は
。

町
長　

将
来
人
口
、
標
準

給
付
費
・
地
域
支
援
事
業

費
な
ど
推
計
段
階
だ
が
、

利
用
者
数
は
減
少
し
、
介

護
報
酬
の
大
幅
な
増
額
改

定
や
第
１
号
被
保
険
者
の

保
険
料
負
担
割
合
の
増
加

な
ど
の
大
き
な
制
度
変
更

が
な
け
れ
ば
、
保
険
料
の

大
き
な
負
担
増
加
に
は
な

ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 「テーブル囲み和気あいあい」大川指定通所介護事業所
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て
、
獣
医
師
確
保
対
策
事

業
補
助
金
を
提
案
し
て
い

る
。
畜
産
経
営
に
取
り
組

む
た
め
の
重
要
な
基
盤
で

あ
り
、
開
業
後
も
支
援
体

制
を
継
続
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る

問　
旧
大
川
中
学
校
の
屋

根
の
現
状
を
見
れ
ば
、
あ

ま
り
に
も
酷
い
。
雨
漏
り

し
て
か
ら
で
は
、
修
繕
費

に
多
額
の
費
用
が
掛
か

る
。
早
急
に
対
策
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長　
屋
根
の
老
朽
化
の

状
況
は
十
分
に
把
握
し
て

い
る
。
今
後
、
施
設
の
安

全
性
や
長
期
的
な
運
用
を

見
据
え
、
運
営
会
社
と
協

議
、
費
用
負
担
の
在
り
方

に
つ
い
て
話
し
合
い
な
が

ら
良
好
な
環
境
の
整
備
に

努
め
る
。

人口減少待ったなし

健
や
か
な

百
歳
体
操

　
　
　

爺
じ
へ
も

林﨑竟次郎議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
高
齢
者
は
慢
性
疾
患

の
重
複
や
フ
レ
イ
ル
（
心

身
の
衰
え
）、
社
会
的
つ

な
が
り
の
低
下
等
、
幅
広

い
多
面
的
な
支
援
が
必
要

に
な
り
や
す
い
。

　
介
護
の
地
域
支
援
事
業

や
保
険
事
業
の
取
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は

保
健
師
が
中
心
に
な
っ
て

問 保健師の増員を図れ
答 採用活動を継続する

い
る
。
保
健
師
の
増
員
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
フ
レ
イ
ル
予
防
を

目
的
と
し
た
介
護
予
防
教

室
や
い
き
い
き
百
歳
体
操

を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
の
促

進
を
支
援
す
る
た
め
、
サ

ロ
ン
な
ど
通
い
の
場
や
こ

ど
も
食
堂
に

お
い
て
、
参

加
者
か
ら
の

相
談
を
受

け
、
地
域
の

高
齢
者
の
状

況
を
共
有
す

る
こ
と
で
、

支
援
が
必
要

な
方
々
に
早

期
に
対
応
で

き
る
よ
う
、

関
係
者
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
保
健
師
の
増
員
に
つ
い

て
は
、
毎
年
度
保
健
師
の

募
集
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
年
度
、
４
年
振
り
に
採

用
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
引
き
続
き
採
用
活
動

を
継
続
し
て
い
く
。

千葉　泰彦議員

「
守
り
」
の
行
財
政
基
盤

問　
組
織
再
編
や
事
業
見

直
し
の
進
捗
は
。

町
長　
組
織
再
編
は
令
和

９
年
４
月
ス
タ
ー
ト
に
向

け
て
検
討
中
。
事
業
見
直

し
は
職
員
提
案
を
精
査
し

て
い
る
。

問
　
公
共
交
通
の
最
適
化

と
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

運
用
方
針
は
。

町
長　
地
域
特
性
や
住
民

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
事
業

者
と
も
協
議
し
最
適
化
に

取
り
組
む
。

問
　
１
期
４
年
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
提
示
は
。

町
長　
総
合
計
画
と
の
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
、
総

合
計
画
と
併
せ
議
会
へ
報

告
す
る
。

「
攻
め
」
の
行
財
政

基
盤

問　
人
口
動
態
や
女

性
、
子
育
て
世
代
の

意
識
調
査
の
施
策
へ

の
活
用
は
。

町
長　
デ
ー
タ
分
析

や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
総
合
計
画
策
定
や

定
住
促
進
施
策
の
改

善
に
活
用
す
る
。

問
　
地
域
力
創
造
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
事
業
と
民
間
の
受

け
皿
育
成
は
。

町
長　
総
合
計
画
で
も
重

点
施
策
と
し
、
民
間
の
知

見
を
取
り
入
れ
民
間
主
導

の
活
動
を
活
性
化
す
る
。

難
局
に　千里

の
路
も　

一
歩
か
ら

一般質問・答弁
全文はこちらから

問 「
守
り
」「
攻
め
」
の
戦
略
は

答 

デ
ー
タ
と
ニ
ー
ズ
分
析
し
立
案

百歳体操を楽しむ地域の皆さん

次
は
、
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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公
共
交
通
の
現
況

【
現
状
を
把
握
】

　
令
和
６
年
度
で
６
８
０

０
万
円
の
公
共
交
通
費
の

支
出
。
公
共
交
通
機
関
の

利
用
率
と
利
便
性
の
向
上

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
地
域
間
、
路
線
間
に

費
用
負
担
の
格
差
が
生
じ

て
い
る
。

【
今
後
の
課
題
】

　
町
民
バ
ス
を
中
心
と
し

て
、
福
祉
事
業
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
混
乗
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
、
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
な
ど
様
々
な
交

通
手
段
を
含
め
、
予
算
を

有
効
に
使
い
、
人
口
減
少

を
考
慮
し
な
が
ら
、
総
合

常任委員会レポート

総　務

公
共
交
通
や

い
わ
て
留
学
を
調
査

　
総
務
常
任
委
員
会
（
千
葉
泰
彦
委
員
長
）
は
、
９
月
15

日
か
ら
９
月
17
日
に
か
け
て
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
16
ペ
ー
ジ
で
は
３
点
の
調
査
し
た
内
容
を
お
伝
え
し
ま

す
。

的
な
交
通
体
系
の
見
直
し

が
求
め
ら
れ
る
。

【
所
感
】

　
町
民
バ
ス
の
公
共
性
と

所管事務調査で町当局と意見交換

　私のところは、バス停まで距離があり、
出かけるのが大変です。通院などのため
に、自宅から乗れて、バスに接続する安
価な料金の移動手段があれば、皆さんも
助かると思います。

　町では、いろんな分野で後継者を
育てることが大事ですね。
　私は、歳を取り、必ず皆さんのお
世話になる時が来るので、日頃から
心してご近所と仲良くしています。

立花シツ子さん（小川）

前角地倫子さん（岩泉）

まま ちち 声声のの

様
々
な
交
通
手
段
の
利
便

性
を
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
、
総
合
的
な
交
通

体
系
を
再
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
。

地
域
の
あ
り
方
検
証

【
現
状
を
把
握
】

　
町
の
人
口
は
、
令
和
年

８
月
31
日
時
点
で
７
４
２

６
人
、
２
０
５
０
年
は
、

４
１
０
０
人
に
な
る
推
計

（
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
、
日
本
の
将

来
推
計
人
口
（
全
国
）。

【
今
後
の
課
題
】

　
行
財
政
改
革
の
推
進
と
、

次
期
町
づ
く
り
総
合
計
画

に
、
人
口
減
少
の
抑
制
を

図
り
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
町
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

る
。

【
所
感
】

　
人
口
減
少
下
で
、
今
ま

で
と
同
じ
事
業
や
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
難
し
く
な
り
、

人
口
や
経
済
状
況
の
縮
少

を
前
提
と
し
て
、
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
町
づ

く
り
の
再
構
築
が
必
要
で

あ
る
。

図
る
。

【
今
後
の
課
題
】

　
県
外
高
校
生
の
受
入
れ

体
制
の
整
備
を
行
い
、
岩

泉
高
校
の
魅
力
化
と
、
併

せ
て
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

【
所
感
】

　
い
わ
て
留
学
の
制
度
に

よ
り
、
岩
泉
高
校
の
２
ク

ラ
ス
制
が
維
持
さ
れ
、
充

実
し
た
教
育
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
事
業
の
継
続
が

必
要
で
あ
る
。

まま ちち 声声のの

　岩泉高校は、海外短期派遣事業や、郷土
芸能同好会への補助など様々な支援があり、
日 、々子の成長を実感しています。特色があ
り魅力ある学校だと思います。継続していた
だければと思います。

工藤　久子さん（小川）

まま ちち 声声のの

い
わ
て
留
学
の
運
用

【
現
状
を
把
握
】

　
岩
手
県
主
導
の
留
学
制

度
。
岩
泉
高
校
の
２
ク
ラ

ス
制
を
維
持
し
な
が
ら
、

学
力
向
上
や
、
文
化
、
芸

術
、
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
を

　事務調査（所管事務調査）とは、議会の常任委員会が、自らが所管する分野（総務、
文教、厚生など）の行政事務について、条例の立案や政策提言などを目的に、自主的に
行う調査活動のことです。
　議案審査とは異なり、政策形成の段階から関与し、町に具体的な改善策や新しい施策
を提案することで、町政を監視・チェックし、より良い町政運営に貢献する役割を担います。

所管事務調査って？
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産　業

地場産業の振興と
持続可能性を探る
～岩泉きのこ産業・釜津田木炭製造業を視察～

　産業常任委員会（畠山和英委員長）は、町内
の主要な地場産業の現状と今後の課題を把握
し、地域経済の活性化策に向けた調査研究を行
うため、町内視察を実施しました。
　今回は「岩泉きのこ産業」と「釜津田木炭製
造業」の2箇所を訪れ、生産現場の状況や関係
者の取り組みについて説明を受けました。安全・安心なシイタケの生産現場を視察しました。

い
手
確
保
に
向
け
た
総
合

的
な
支
援
策
を
講
じ
る
重

要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

【
今
後
の
取
り
組
み
】

　
今
回
の
視
察
で
得
た
貴

重
な
意
見
や
現
場
の
課
題

を
持
ち
帰
り
、
今
後
の
委

員
会
討
議
や
一
般
質
問
等

を
通
じ
て
、
町
の
産
業
振

興
策
へ
し
っ
か
り
と
反
映

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
所
感
】

　
「
地
域
に
根
ざ
し
た
産

業
の
現
場
を
直
接
見
て
、

生
産
者
の
生
の
声
を
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
岩

泉
の
強
み
で
あ
る
豊
か
な

自
然
と
資
源
を
活
か
し
た

産
業
が
持
続
で
き
る
よ

う
、
議
会
と
し
て
も
積
極

的
に
提
言
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。」

株式会社 岩泉きのこ産業

【
視
察
目
的
】

　
伝
統
的
な
地
域
産
業
で

あ
る
木
炭
製
造
の
現
状

と
、
後
継
者
育
成
・
森
林

資
源
活
用
の
課
題
調
査

【
視
察
内
容
・
状
況
】

◆
釜
津
田
地
域
に
お
け
る

伝
統
的
な
木
炭
づ
く
り
の

木
炭
窯
を
視
察
し
、
原
木

調
達
か
ら
焼
き
上
げ
ま
で

の
工
程
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

◆
担
い
手
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
、
さ
ら
に
は
原

木
確
保
、
販
路
開
拓
に
お

け
る
課
題
に
つ
い
て
切
実

な
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
地
域
資
源
の
循
環
利
用

と
木
炭
文
化
の
次
世
代
継

承
の
重
要
性
に
つ
い
て
認

識
を
深
め
ま
し
た
。

【
所
感
】

 

岩
泉
の
貴
重
な
伝
統
文

化
で
あ
り
産
業
で
あ
る
木

炭
製
造
を
守

る
た
め
、
森

林
整
備
や
林

業
と
の
連
携

を
強
め
、
付

加
価
値
を
つ

け
ら
れ
る
販

路
開
拓
、
担

原木調達から焼き上げまでの工程について
説明を受けました。

【
視
察
目
的
】

　
き
の
こ
生
産
の
現
状
と
、

事
業
継
続
に
向
け
た
取
り

組
み
の
確
認

【
視
察
内
容
・
状
況
】

◆
高
度
な
温
度
・
湿
度
管

理
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い

る
、
安
全
・
安
心
な
シ
イ

タ
ケ
等
の
生
産
現
場
を
視

察
し
ま
し
た
。

◆
近
年
の
原
材
料
費
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
高
騰

が
経
営
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

◆
地
域
雇
用
の
受
け
皿
と

し
て
の
役
割
や
、
販
路
拡

大
に
向
け
た
今
後
の
戦
略

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

【
所
感
】

 

岩
泉
の
特
産
品
を
全
国

に
発
信
す
る
重
要
な
拠
点

で
あ
り
、
安
定
的
な
生
産

体
制
の
維
持
と
ブ
ラ
ン
ド

力
の
強
化
に
向
け
、
町
と

し
て
も
継
続
的
な
支
援
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

釜津田木炭製造業

町内でも販売されている
岩泉炭
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住
民
に
開
か
れ
た

　
議
会
を
目
指
し
て

～
先
進
地
・
金
ケ
崎
町
議
会
に
学
ぶ
「
議
会
広
報
」
の
あ
り
方
～

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
（
畠
山
昌
典
委
員
長
）
は
、

町
民
の
皆
様
に
「
も
っ
と
読
ま
れ
、
親
し
ま
れ
る
議
会

だ
よ
り
」
を
目
指
し
、
こ
の
ほ
ど
、
全
国
町
村
議
会
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
等
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
岩
手
県

金
ケ
崎
町
議
会
へ
行
政
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
学
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
な
ぜ「
金
ケ
崎
町
議
会
」

を
視
察
？

～
視
察
の
背
景
と
目
的
～

　
「
い
わ
い
ず
み
議
会
だ

よ
り
」
を
よ
り
手
に
取
り

や
す
く
、
分
か
り
や
す
い

紙
面
へ
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
は
、

全
国
や
県
内
の
先
進
的
な

取
り
組
み
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。 

金
ケ

崎
町
議
会
は
、
定
例
会
ご

と
に
年
4
回
発
行
し
て
い

る
『
議
会
だ
よ
り
か
ね
が

さ
き
』
に
お
い
て
、
住
民

目
線
に
立
っ
た
レ
イ
ア
ウ

ト
の
工
夫
や
、
専
門
用
語

を
か
み
砕
い
た
親
し
み
や

す
い
誌
面
づ
く
り
を
長
年

実
践
し
て
お
り
、
私
た
ち

の
大
き
な
目
標
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
金
ケ
崎
町
議
会
の
広
報

の
取
り
組
み

～
視
察
内
容
～

　
現
地
で
は
、
金
ケ
崎
町

議
会
の
議
長
は
じ
め
、
広

報
委
員
の
皆
様
や
事
務
局

の
ご
協
力
の
も
と
、
編
集

の
裏
側
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ

い
て
詳
し
く
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

「
パ
ッ
と
見
て
伝
わ
る
」

レ
イ
ア
ウ
ト
と
紙
面
構
成 

　
文
字
情
報
を
極
力
減
ら

し
、
写
真
や
図
解
、
色
使

い
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、

ペ
ー
ジ
を
開
い
た
瞬
間
に

興
味
を
惹
き
つ
け
る
紙
面

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

住
民
目
線
で
の
原
稿
・
表

現
の
工
夫 

　
一
般
質
問
や
委
員
会
で

の
質
疑
が
住
民
の
く
ら
し

に
ど
う
影
響
す
る
の
か
と

い
う「
視
点
」を
意
識
し
、

分
か
り
や
す
い
見
出
し
や

リ
ー
ド
文
に
再
構
築
し
て

い
る
点
が
徹
底
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

広
報
委
員
会
の
一
体
感
と

編
集
プ
ロ
セ
ス

　
委
員
全
員
が
当
事
者
意

識
を
持
ち
、
何
度
も
校
正

や
意
見
交
換
を
重
ね
る
こ

と
で
、
偏
り
の
な
い
、
洗

練
さ
れ
た
誌
面
に
仕
上
げ

る
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

◆
岩
泉
町
の
今
後
の
取
り

組
み
に
向
け
て

～
ま
と
め
～

　

今
回
の
金
ケ
崎
町

視
察
を
通
し
て
、
私

た
ち
が
持
ち
帰
る
べ

き
多
く
の
ヒ
ン
ト
と

刺
激
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

「
い

わ
い
ず
み
議
会
だ
よ

り
」
も
、
今
回
の
学

び
を
活
か
し
て
「
手

に
取
り
た
く
な
る
、

分
か
り
や
す
く
、
町

民
の
皆
様
と
議
会
を

つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
る
広

報
誌
」
へ
さ
ら
に
進
化
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

の
誌
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や

紙
面
づ
く
り
に
ぜ
ひ
ご
期

待
く
だ
さ
い
‼

金ケ崎町議会の議会だより編集の裏側や
ノウハウについて学びました。

金ケ崎町議会広報常任委員会の皆さん、
視察対応ありがとうございました。

住民目線に立って発行されている
議会だよりかねがさき

議会だよりかねがさきは
こちらから
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広
め
の
町
有
地
で

公
園
に
な
り
う
る

場
所
の
整
備
に
つ
い
て
、

清
水
川
沿
い
の
現
在
駐
車

場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

岩
泉
公
民
館
跡
地
や
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
東
側

の
空
き
地
も
候
補
地
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ

れ
ら
の
候
補
地
を
公
園
と

し
て
も
利
活
用
す
る
よ
う

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。公

園
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
。

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
東

側
の
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
広
場
」
が
適
地
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

今
後
、
ミ
ニ
公
園
・
憩
い

の
場
の
整
備
に
向
け
た
調

査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

令
和
７
年
度
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
整
備
事

業
で
遊
具
設
置
工
事
、
敷

砂
工
事
が
完
了
。

　

令
和
８
年
４
月
17
日
に

岩
泉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公

園
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

質疑のその後

問答 公　園令
和
3
年
第
４
回
定
例
会

一般
質
問

令和８年４月

町
有
地
へ
の
公
園
整
備
は

整
備
に
向
け
検
討
進
め
る

　議員が行う質問や提言が、町政にどう反映されているのか。これまでの質問など
から一部を取り上げ、その後どうなったか追跡します。

新しい遊具で楽しく遊ぶ子供たち

オープニングセレモニーでのテープカット

　町内の身近な場所に子ども達が自由に遊べる広
場ができて、こども園やプライベートでも遊びに来
ています。みんなが喜んでいるこの場所が良好な
状態で保たれることを望みます。

親子の憩いの場
良好な状態望む
佐々木幸恵さん

（いわいずみこども園保育士）

まま ちち 声声のの
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編
集
後
記

編
集
後
記

▽
秋
も
あ
っ
と
い
う
間
に
、

段
々
と
冬
の
訪
れ
を
感
じ

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
今

年
は
気
象
状
況
が
良
く
松

茸
も
豊
作
の
様
で
秋
の
味

覚
を
堪
能
で
き
た
方
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
我
々
、
広
報
広

聴
常
任
委
員
会
で
は
9
月

中
旬
か
ら
本
誌
の
準
備
や

取
材
、
文
章
作
成
を
行
い
、

町
民
の
皆
様
に
は
取
材
の

御
協
力
を
頂
き
ま
し
て
感

謝
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
も
町
民
の
声
を
頂
戴
し

な
が
ら
見
や
す
く
分
か
り

や
す
い
広
報
づ
く
り
へ
と

尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
こ

の
度
も
議
会
だ
よ
り
を
ご

覧
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広
報
広
聴
常
任
委
員

�

大
山
　
幸
真

次の定例会は、
12 月	３日	（木）　本会議・一般質問
	 ４日	（金）　一般質問
	 ８日	（月）　条例補正予算審査　本会議

の予定です。
※都合により変更となる場合があります。

　議員や議会は何をしているの？とい
う声を聞きます。ここでは、議会や議
員の主な活動状況をお知らせします。

（全日程はＱＲコードで） 議会の動き

6 月
	 22 日	 広報広聴常任委員会（役場）
７月
	 ８日	 外山早坂県立自然公園協会定時総会
		 （町内）
	 ９日	 岩手県町村議会議長会政務調査会・
		  研修会（10 日まで）
	 11 日	 町内県道整備促進住民総決起大会
	 12 日	 花巻市合併 20 周年記念式典
	 13 日	 広報広聴常任委員会（役場）
	 15 日	 小本港湾開発整備促進期成同盟会
		  定例総会
	 23 日	 産業常任委員会所管事務調査（町内）
８月
	 １日	 戦没者追悼式（町内）
	 ３日	 岩泉町表彰選考委員会（役場）
	 ４日	 宮古地区鉄道利用促進協議会総会（宮古市）
	 ５日	 町村議会夏季議員大学講座（盛岡市）
	 ６日	 宮古地方日本短角種共進会（町内）
	 ７日	 宮古地区広域市町村議会連携会議
		 （宮古市）

練
習
に
励
み

　
記
録
を
伸
ば
し
た
い

～
表
紙
に
よ
せ
て
～

　
相
沢
結
衣
さ
ん
（
岩
泉

中
２
年
生
）
は
、
特
設
陸

上
部
に
所
属
し
、
日
頃
は

仲
間
達
と
基
礎
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
走
高

跳
を
始
め
た
き
っ
か
け
に

つ
い
て
、「
兄
も
走
高
跳

を
や
っ
て
い
た
の
で
、
小

学
校
か
ら
始
め
ま
し
た
。

力
を
込
め
て
跳
ぶ
た
び
に

記
録
が
伸
び
て
い
く
の
が

嬉
し
い
で
す
。」
と
笑
顔

で
応
え
ま
す
。

　
今
年
の
全
日
本
中
学
校

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
の

会
場
は
山
口
県
山
口
市
で

し
た
。「
全
国
の
レ
ベ
ル

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
練
習
に
励
み
、
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
て
、
記
録
を

伸
ば
し
た
い
と
改
め
て
強

く
思
い
ま
し
た
。」
と
目

を
輝
か
せ
て
、
意
気
込
み

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

町ＨＰ
議会だより

岩手県中学校総合体育大会陸上競技大会
表彰式での喜びの一コマ

	 18 日	 第３回臨時会（議会議事堂）
	 20 日	 三県合同中央研修会（21 日まで）
		 （東京都）
	 21 日	 県選出国会議員との懇談会（東京都）
	 23 日	 岩泉町郷土芸能祭（町内）
	 26 日	 広報広聴常任委員会視察研修
		 （金ケ崎町）
	 30 日	 大川七滝夏まつり（町内）
		  岩泉松茸神社豊作祈願祭（町内）
	 31 日	 議会運営委員会（役場）
９月
	 ３日	 第３回定例会一般質問（議会議事堂）
	 ４日	 一般質問（議会議事堂）
	 ７日	 条例補正予算等審査特別委員会（役場）
		  本会議（議会議事堂）
	 ９日	 決算審査特別委員会（役場：11 日まで）
		  本会議（議会議事堂）

岩泉議会だより216[1-20]_1023.indd   20岩泉議会だより216[1-20]_1023.indd   20 2026/10/23   10:572026/10/23   10:57


